
 
 

 
６月１６日(月)～２０日(金)は、大室小学校の人権週間です。「友達のよいところや頑張っていると

ころを見付けよう」「ふわふわ言葉（優しい言葉）を使おう」を人権週間の目標にしました。本校では、
折に触れて「思いやりの心」について考える場を設け、子供たちに「やさしい心」を育んでいます。 
 
「いじめられたことがありますか？いじめたことがありますか？」このように聞くと、圧倒的にい

じめられたと言う子が多いそうです。「自分にいじめているつもりはなくても、相手にはいじめられ
ている」と取られることがあるのです。 
いじめられてよい子供はいません。どの子も大切にされなくてはなりません。そこで重要になるの

が「話合い」です。お互いの人権を守る話合いをしなければなりません。常に「仲良く暮らすために
話をする」ことを心掛けてほしいです。 

６月の全校集会で、私が担任をした子供たちの話を二つしました。一つ目です。
A 君が「昨日の昼休み、B君に声をかけたのに、無視された」と言ってきました。
B君に「なぜ無視したの？」と聞くと「昨日の昼休みは、声をかけられていませ
ん。僕はサッカーをしていたから、A 君とは話していません」と言いました。実
は無視をしたのではなく、気付いていなかったのです。 
二つ目です。仲間外れにされたという A さんは「Bさんに一緒に帰ろうって約束していたのに、わ

ざと他の子と先に帰ってしまいました」と訴えてきました。そこで、Bさんに「どうして帰ってしま
ったの？」と聞くと「ピアノがあるから早く帰ることを思い出して、急いで帰りました。一緒に帰れ
ないことを A さんに伝えてと、Cさんにお願いしました」。でも、Cさんが伝えようとしたときに、
A さんはもう帰ってしまったのです。これは仲間外れではなく、すれ違いだったのです。 
全ては、初期対応です。これらの場合「呼んだのに返事してくれなかったのは、どうして？」「昨日

一緒に帰れなかったのは、どうして？」と が大切だったのです。
で、誤解は解けるのです。 

 
また、私たち教職員や保護者の皆様など、周りにいる大人が、子供たちに接する際に心掛けたいこ

ともあります。 

「心配しています」と言われたら「自分は駄目なのかな。よくないことがある
から心配をかけているのかな」と否定的にとらえることはありませんか。「 」
には「①あれこれ考えて悩むこと。気掛かり。不安」とありますが、もう一つ
「② 。 」という意味もあるのです。「心配」は「心配り（こころ
くばり）」を音読みにしたものです。相手のことを思いやる意味があることを知
ると「心配」のイメージが変わります。「あなたのことが心配です」は「

」という優しい気持ちが入っている素敵な言葉にな
り、何となく心がホッとします。 

学校での子供たちは、毎日元気に過ごしていますが、表面的には見えてこない不安を抱えているか
もしれません。私たち大人が、子供たちを大切に思い、心を配り、気にかけて「心配」していきまし
ょう。「あなたを心配していますよ」としっかり伝え、見守ることで、いつでも子供たちが安心して生
活することができるように……。 
 
 学校では毎日のように、トラブルが起こります。子供のトラブルは、でき
る限り子供同士で解決してほしいと考えています。大人が介入しすぎると、
子供自身が解決の糸口を見付けられなくなることもあります。子供たちにじ
っくり話し合わせて、自力で解決させましょう。そして、時にはアドバイス
しながら、大人はそれをよく見守っていきましょう。 
 
 御家庭でも平素から、友達関係についてお子様と話し合う機会をもっていただきたいと願っていま
す。よく話を聞いて、しっかり受け止め、温かい励ましの言葉をかけてほしいと思います。また、お
子様のことで気になることや心配なことがあれば、遠慮なく学校に御相談ください。一緒に考えてい
きましょう。 
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７月 １日(火)５年社会科見学 

（県農業総合研究センター・県庁） 

３日(木)６年校外学習(日光方面) 

７日(月)清掃強化週間～11日 

    3年居住地校交流 

８日(火)4年居住地校交流 

９日(水)避難訓練(防犯) 

１０日(木)大掃除 

１３日(日)上都賀地区吹奏楽フェスティバル 

１４日(月)読み聞かせ 

１８日(金)第 1学期終業式 4時間授業 

     給食無し 

２１日(月)海の日 

２２日(火)個人懇談～24日 

 

※第 2学期始業式：8 月 27日(水) 


